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「 

マ
ス
ク
」
、
1
箱
に
65
枚
も
入
っ
て
い
た
の
で
す 

私
は
夫
と
参
加
し
ま
し
た
か
ら
2
箱
い
た
だ
き
ま 

し
た
。 

 

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」
が
流
行
す
る
今
ま 

さ
に
こ
の
時
期
に
、
こ
ん
な
に
「
マ
ス
ク
」
の
有 

難
さ
を
感
じ
た
の
は
初
め
て
で
す
。 

 

何
が
起
こ
る
か
予
測
で
き
な
い
世
の
中
、
こ
ん 

な
ヒ
ッ
ト
し
た
タ
イ
ミ
ン
グ
の
良
い
「
マ
ス
ク
」 

は
と
て
も
あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
。 

 
 
 
(

荏
原
3
丁
目
・
石
井 

貴
美
子) 

 

。 

     

  
 

 4月下旬～5月上旬にかけて、ちょうど見頃を迎 

える「藤の花」。 

 小山4丁目児童遊園が造園された昭和49年に植

えられ、約45年経ちます。毎年藤棚に30㎝程垂れ

下がる薄紫の花を咲かせています。藤棚に2系統

ありますが、写真はつるが左巻きの山藤(ヤマフ

ジ)で、マメ科の落葉性のつる植物です。強い日

当たりを好むため、公園などの日光を遮るものが

ない場所に木や鉄棒などで藤棚と呼ばれるパーゴ

ラを設置し、つるをからまらせて木陰を作ってい

ます。藤(フジ)」の花言葉は「優しさ」「歓迎」 

 児童遊園の藤棚の下にはベンチがありますので

藤棚に垂れ下がるヤマフジを是非愛でてください 

 

 

 

 

 

 

 

 

(小山4丁目・東 美佐栄) 

 
 

 

 

 楽しく！仲良く！明るく！をモットーに町会、地域等と連携し、元気で 

楽しく活動しています。人数は50名程で、荏原第一地区では一番小さなク 

ラブです。 

 お正月はとげぬき地蔵。お花見は洗足池だったり、イルミネーションを 

楽しみながら目黒川を散策したり。6月には堀切の菖蒲園。美味しいうな

ぎを食べて暑気を払い、美味なあんみつがあると聞けば、五百羅漢の喫茶

室にも行きました。今年は豊洲市場も。出来るだけ歩くことを優先します

自信の無い方は最終目的地に直行します。歩いた後は、ちょっとだけアル

コールをたしなみ、食事をしながらコミュニケーションをはかります。 

 二十数年続いている古紙回収は、この度環境保全活動顕彰地域賞を頂き 

ました。2月22日にスクエア荏原で表彰式が行われる予定でしたが、コロ

ナウイルスの蔓延予防の為中止になってしまいました。毎週水曜日朝7時 

40分頃～8時半頃まで、各家の前に出ている新聞紙やダンボールを台車で 

回収して、公園の収集場所に集めます。町内をグルーっと廻ります。とて 

も大変な仕事です。誰かがお休みす 

ると、どうしたのかしらと心配し、 

寂しい思いをします。 抜群のチーム 

ワークが出来ています。そしてご褒 

美としてこの賞を頂きました。 

  中原クラブは、お年寄りの集まり 

 ではありません!!みんな元気で楽し 

 む所です。 私も入りたい! そう思っ 

 た方!!大歓迎です! 

       (会長・青木 富代) 

 

「まちかど」カラー版は、品川区役所ホームページからご覧いただけます。https://www.city.shinagawa.tokyo.jp/ 

ま ち か ど 
● 荏 原 第 一 地 域 新 聞 ● 
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花 め ぐ り  
ヤマフジ 

(

小
山
2
丁
目
西
部
・
髙
橋 

元
嘉)

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

谷
内 

眞
紀
子
／
小
山
台
1
丁
目
町
会  

佐
藤 

年
子
／
小
山
台
1
丁
目
東
町
会  

木
村 

美
智
代
／
小
山
台
2
丁
目
町
会  

河
原 

マ
サ
江
／
小
山
1
丁
目
町
会  

大
森 

久
恵
／
小
山
2
丁
目
東
部
町
会  

髙
橋 

元
嘉
／
小
山
2
丁
目
西
部
町
会  

澤
田 

恵
子
／
小
山
3
丁
目
町
会  

東 

美
佐
栄
／
小
山
4
丁
目
町
会  

石
井 

恒
男
／
小
山
5
丁
目
町
会  

吉
田 

健
治
／
荏
原
1
丁
目
町
会 

伊
藤 

茂
実
／
荏
原
2
丁
目
町
会  

池
田 

晴
夫
／
荏
原
3
丁
目
町
会  

齋
藤 

好
江
／
荏
原
4
丁
目
町
会 

 

青
木 

富
代
／
中
原
共
和
町
会 

 

 新まちかど広報委員 紹介 

 

昨
年
10
月
20
日
、
林
試
の
森
公
園
で
行
わ
れ
た 

総
合
防
災
訓
練
に
参
加
し
ま
し
た
。 

 

訓
練
参
加
で
い
た
だ
い
た
啓
発
品
の
中
に
、
マ 

ス
ク
」
が
入
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
時
は
さ
ほ
ど

気
に
も
し
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
町
会
役
員
の
方

々
に
な
ん
と
先
見
の
明
が
あ
っ
た
も
の
だ
と
今
に

な
っ
て
つ
く
づ
く
思
い
ま
し
た
。
い
た
だ
い
た  

高齢者クラブ紹介 

中原クラブ(中原共和町会) 

よろしくお願いいたします！ 

町
会
の
行
事
で
い
た
だ
い
た
マ
ス
ク 

 
今
や
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
に
貴
重
な
一
品 

で
作
ら
れ
て
い
る
と
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
食
堂 

や
風
呂
場
等
も
案
内
さ
れ
ま
し
た
。 

 

出
所
し
て
も
就
職
は
難
し
く
、
再
び
罪
を
犯
し 

て
戻
っ
て
し
ま
う
人
も
い
て
、
受
け
入
れ
る
社
会

の
在
り
方
等
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
で
も

横
須
賀
支
所
の
再
犯
率
は
低
い
と
の
こ
と
で
し
た 

 

風
の
冷
た
い
日
で
し
た
が
、
刑
務
官
の
方
が 

「
最
後
に
是
非
見
て
い
た
だ
き
た
い
所
が
あ
り
ま

す
」
と
風
呂
場
の
あ
る
建
物
の
屋
上
に
案
内
し
て

く
れ
ま
し
た
。
浦
賀
水
道
が
一
望
の
も
と
、
遠
く

に
房
総
半
島
も
見
え
ま
し
た
。
自
慢
の
景
色
だ
そ

う
で
す
。
刑
務
官
の
激
務
の
中
で
、
ホ
ッ
と
癒
さ

れ
る
時
間
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
思
わ
ず
「
ご
苦
労 

様
で
す
」
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

(

中
原
共
和
・
青
木 

富
代) 

横
浜
刑
務
所
横
須
賀
刑
務
支
所 

 
 
 
 

 
 

 
 

で
見
え
た
も
の 

 

さ
ら
に
目
線
を
右
に
移
す
と
六
本
木
ヒ
ル 

ズ
が
堂
々
と
そ
び
え
、
そ
の
右
に
は
都
心
の 

高
層
ビ
ル
群
が
建
ち
並
び
、
そ
の
合
間
に
高

層
マ
ン
シ
ョ
ン
が
入
り
組
ん
で
並
び
建
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
し
て
南
の
方
向
に
は
東
京
湾

が
見
え
始
め
、
少
し
右
寄
り
に
羽
田
空
港
が 

飛
行
機
と
共
に
見
え
ま
し
た
。
い
よ
い
よ
最

後
の
方
向
で
す
が
武
蔵
小
杉
の
超
高
層
マ
ン

シ
ョ
ン
群
が
固
ま
っ
て
見
え
、
少
し
離
れ
た 

右
に
二
子
玉
川
の
建
物
が
4
つ
程
見
え
ま
し 

た
。
ぐ
る
り
と
3
6
0
度
の
東
京
で
し
た 

 
 

 

幕
末
に
黒
船
が
来
航
し
、
ペ
リ
ー
が
上
陸 

し
た
横
須
賀
の
浦
賀
水
道
の
す
ぐ
そ
ば
に
横 

須
賀
刑
務
支
所
は
あ
り
ま
す
。
1
4
0

名 

程
が
収
容
さ
れ
て
い
て
外
国
人
は
20
名
程
で 

横
須
賀
基
地
が
近
い
た
め
か
若
い
兵
士
が
多

い
そ
う
で
す
。
専
門
の
舎
房
に
収
容
さ
れ
ま

す
。
建
物
は
老
朽
化
し
て
、
塩
害
を
受
け
赤

く
錆
び
つ
い
て
い
る
所
が
沢
山
あ
り
ま
し
た 

 

刑
務
官
の
案
内
で
刑
務
所
内
を
見
せ
て
も 

ら
い
ま
し
た
。
小
さ
な
部
屋
に
布
団
が
き
ち

ん
と
た
た
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
作
業
所
で
は

受
刑
者
が
黙
々
と
作
業
を
し
て
い
ま
し
た
。

会
話
を
禁
じ
ら
れ
て
い
て
、
静
か
な
作
業
場

で
し
た
。
石
鹸
の
製
造
や
、
自
動
車
部
品
の

加
工
な
ど
の
作
業
を
し
て
い
ま
す
。
石
鹸
は

ブ
ル
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
と
い
っ
て
、
ス
テ
ィ
ッ

ク
状
で
靴
下
な
ど
の
が
ん
こ
な
汚
れ
が
良
く

落
ち
、
私
も
愛
用
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
こ 

  
 
 

 

武
蔵
小
山
パ
ル 

ム
駅
前
再
開
発
事 

業
で
こ
の
度
完
成 

し
た
超
高
層
マ
ン 

シ
ョ
ン
。
普
段
は 

上
る
こ
と
の
で
き 

な
い
こ
こ
の
最
上 

階
テ
ラ
ス
に
、
今 

回
、
特
別
な
ご
配 

慮
で
上
が
ら
せ
て 

い
た
だ
き
ま
し
た 

 

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
大
問
題
の
3
月
の
こ 

の
時
期
に
、
三
井
不
動
産
レ
ジ
デ
ン
シ
ャ
ル

サ
ー
ビ
ス(

株)

の
管
理
企
画
課
の
方
が
案
内

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
と
て
も
静
か
な
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
で
41
階
ま
で
上
り
、
ド
ア
を
二 

つ
三
つ
抜
け
て
出
る
と
一
気
に
開
け
た
大
パ 

ノ
ラ
マ
が
あ
り
ま
し
た
。
高
さ
5
メ
ー
ト
ル 

程
の
透
明
な
壁
で
屋
上
全
体
が
囲
ま
れ
て
い

ま
し
た
。 

 

さ
て
、
周
り
の
景
色
で
す
が
、
西
の
方
向 

に
は
高
い
建
物
は
少
な
く
、
す
ぐ
真
下
に
は 

小
山
台
高
校
の
運
動
場
が
ミ
ニ
チ
ュ
ア
の
庭

の
よ
う
に
見
え
、
少
し
先
の
視
界
に
は
豊
か

な
緑
の
林
試
の
森
全
体
が
見
え
ま
す
。
残
念

な
が
ら
雲
が
邪
魔
し
て
、
遠
く
に
あ
る
は
ず 

の
富
士
山
は
見
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
目
線
を

右
に
移
す
と
、
中
目
黒
駅
の
丸
い
マ
ン
シ
ョ

ン
が
ポ
ツ
ン
と
見
え
、
そ
の
先
に
新
宿
の
高 

層
ビ
ル
群
が
見
え
ま
す
。 

41

階
か
ら
見
渡
す
大
パ
ノ
ラ
マ  

 
 

 
 

眼
下
に
広
が
る
武
蔵
小
山
の
町
並
み 

小
西
和
夫
さ
ん
撮
影 


